





在的発展の過程や地域・文化横断的な影響関係によってとらえようとするだけではなく、む ろ知覚とそのパラダイム転換というコンテクストに焦点を当てている。そのような視点からみるとき、歴史的アヴァンギャルドについてしばしば指摘されているように、外界の模倣的表象とし の写実 「自然主義」から、抽象性・構造性への転換は、キュビスムにみられ 具象物から幾何学性への還元であるにせよ、カンディンスキーな内的感情や構造性そのもの 表現 基づくものであるにせよ、知覚の相関項として 技術性と密接にかかわっ とみなすことができる。　
アヴァンギャルドにおける知覚のパラダイム転換を検討し

















































が、そこには一九世紀前半に転換点を見いだそうとする彼の主張を際立たせるための戦略という側面もあるだろう。アヴァンギャルドそのもの ラディカルな知覚の転換が一挙 生じていることは見まがいようもない。われわれは現代 コンピューター・グラフィックス 典型的に見られるよ な、機械化され非身体的・非物質的で断片化された「視覚性」 念頭に置きながら、西欧近代における伝統的な視覚性がど ようにして抽象化の過程をたど とになったかをこういった 点からたどること できるだろう。　
もう一つの立場は、例えばベンヤミンに典型的に見ることが
できるように、知覚の変容がメデ ア・技術性の転換によってもたらされるも ととらえる。 ういった考え方はメディア理論における基本的な枠組み うちに引き継がれているが、あまりにも図式的な技術と知覚との相関性の見取り図にとらわれるのではなく、むしろベンヤミンが技術メディアへ 劇 転換の時代 提示した新鮮な身体性のイメージに立ち返り、その




























たちをとることはなかったものの 複数の言語・文化圏の多様な領域の論点・視点が次々と示されていくなか、知覚と身体性をめぐるある種の収束感が形成 ゆ 、そ ような場になっていたと感じている。
